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大きな飛躍の年に
チーベルくんが今年の干支「卯（うさぎ）」
にちなんだ雪うさぎを作り「大きな飛躍の
年にしたい」と今年の目標を話しました

キャプションはこちらです。長け
れば2行にします。
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力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
従

前
の
よ
う
に
安
全
で
安
心
な
日

常
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
積
極
的
な
推
進
な

ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
感
染
防

止
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
外
の
情
勢
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
今
も
な

お
多
く
の
人
々
が
犠
牲
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
平

穏
な
日
々
が
訪
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
争
の
長
期
化
な
ど

に
伴
い
原
油
や
食
料
品
、
生
活

用
品
な
ど
の
物
価
が
高
騰
し
て

お
り
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
物
価
高
の
影
響
は

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

国
に
は
、
地
方
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
経
済
再
生
に
向
け
抜

本
的
な
対
策
を
総
力
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
基
幹
作
物
の

水
稲
は
、
品
質
・
収
量
と
も
に

良
く
、
作
況
指
数
１
０
６
と
４

年
連
続
の
豊
穣
の
出
来
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
適
切
な
肥
培
管
理
と

関
係
各
位
の
ご
努
力
の
賜
物
で

あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
の
主
な
事
業
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
並

び
に
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

地
域
振
興
券
を
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
上
下
水
道
基

本
料
の
減
免
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢

者
世
帯
へ
の
生
活
支
援
金
の
交

付
、
農
家
へ
の
種
子
代
金
の
一

年
頭
の
ご
挨
拶

秩
父
別
町
長

澁
谷 

信
人

部
助
成
、
肥
料
等
高
騰
対
策
補

助
金
、
商
工
業
者
へ
の
事
業
継

続
支
援
金
を
交
付
す
る
な
ど
必

要
な
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
、
町
立
診
療

所
の
外
部
改
修
、
町
道
１
条
路

線
、
２
丁
目
路
線
舗
装
改
修
、

町
営
住
宅
長
寿
命
化
改
修
、
長

寿
命
化
橋
梁
改
修
、
旧
秩
父
別

川
長
寿
命
化
対
策
、
農
業
集
落

排
水
施
設
機
能
強
化
対
策
、
コ

ン
ポ
ス
ト
設
備
解
体
撤
去
、
中

学
校
冷
房
機
設
置
、
義
務
教
育

学
校
増
築
基
本
設
計
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
５

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族

お
揃
い
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
町
政
に
対

す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も

秩
父
別
町
発
展
の
た
め
に
さ
ら

な
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

力
の
強
い
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル

ス
が
発
生
す
る
た
び
に
、
感
染

拡
大
の
波
を
繰
り
返
し
、
未
だ

収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
長
期
に

わ
た
り
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協

ＬＥＤ化改修が進む街路灯

昨年も豊穣の出来秋を迎えることができました
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こ
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
で

は
、
８
月
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
を
目
的
に
町
営
の
学

習
塾
を
開
設
し
た
他
、
10
月
９

日
に
は
町
内
外
か
ら
多
数
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
を
新
種
目
に
加
え
３
年
振

り
に
新
米
普
及
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
10
月
19
日
に
町
内
に

気
象
庁
の
地
域
気
象
観
測
シ
ス

テ
ム
「
ア
メ
ダ
ス
」
が
設
置
さ

れ
、
10
月
31
日
か
ら
観
測
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
観
測
装
置

は
、
降
水
量
、
気
温
、
風
速
、

相
対
湿
度
、
積
雪
の
深
さ
な
ど

の
デ
ー
タ
を
観
測
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
今
後
は
ス
マ
ー
ト
農

業
や
災
害
対
策
等
へ
の
利
用
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
廃
止
と
バ

ス
転
換
の
提
案
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ

留
萌
本
線
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
開
催
し
た
住
民
説
明
会
で
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
８
月
30
日

に
沿
線
自
治
体
と
Ｊ
Ｒ
と
で
廃

止
と
バ
ス
転
換
の
合
意
を
交
わ

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
は
、
留
萌
―

石
狩
沼
田
間
を
令
和
５
年
３
月

末
で
、
石
狩
沼
田
―
深
川
間
を

令
和
８
年
３
月
末
で
廃
止
し
バ

ス
路
線
へ
転
換
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
、
町
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

利
便
性
の
向
上
や
定
期
差
額
の

補
償
、
鉄
道
用
地
の
処
理
な
ど

様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
町
は
、
令
和
３
年
12
月
９

日
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
宣
言
し
、
地
域
の
脱
酸
素
化

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
お
い
て
、
蓄
電
池
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
温
泉
や
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
等
の
主
要
施
設
を
太
陽

光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
設
備

を
自
営
線
に
て
接
続
し
た
、
小

規
模
電
力
網
（
地
域
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ト
）
を
構
築
し
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
町

民
の
皆
様
と
共
に
同
じ
価
値
観

を
共
有
し
な
が
ら
「
こ
の
ま
ち

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
・
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
重

ね
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
明
る
く
活
気
に

満
ち
溢
れ
、
幸
多
か
ら
ん
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

３年振りに開催された新米普及マラソン大会東栄会館東側に設置された「アメダス」
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

秩
父
別
町
議
会

秩
父
別
町
議
会
　　
議
長
　

議
長
　
寺
迫
寺
迫  

公
裕
公
裕

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
５
年
の
新
春

を
ご
家
族
と
共
に
、
ご
健
勝
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
町
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
本
町
の
基
幹
作
物
で

あ
る
稲
作
で
は
、
生
産
者
各
位

の
ご
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、
関

係
機
関
・
団
体
の
お
力
添
え
に

よ
り
作
況
指
数
が
１
０
６
と
な

り
、
一
昨
年
に
続
き
豊
穣
の
出

来
秋
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
秩
父
別
産
の
お

米
は
、
こ
こ
数
年
右
肩
上
が
り

と
な
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
主
力
の
返
礼
品
で
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
の
消
費

低
迷
や
水
田
活
用
直
接
支
払
交

付
金
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
先

行
き
が
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
支
え

る
基
幹
作
物
と
し
て
安
定
供
給

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
議
会
と
し

て
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
令
和
２
年
か
ら
続
く

コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
て
国
内
で
の

感
染
対
策
も
緩
和
に
向
け
動
き

出
し
、
道
内
へ
の
旅
行
者
も
一

気
に
増
加
し
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
感

染
者
数
も
増
加
す
る
な
ど
未
だ

に
安
心
し
て
日
常
を
過
ご
せ
る

日
が
来
る
ま
で
は
時
間
を
要
す

る
よ
う
で
す
。　

　

さ
ら
に
、
昨
年
２
月
に
端
を

発
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
り
巻
き
起

こ
っ
た
世
界
規
模
で
の
経
済
の

混
乱
に
よ
っ
て
、
燃
料
や
農
業

用
肥
料
な
ど
の
物
価
高
騰
を
引

き
起
こ
し
、
我
々
の
日
常
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
中
、

国
や
町
な
ど
で
も
各
種
支
援
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
な
お
先
が
見
通
せ
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
町
民
の
皆
さ

ん
も
不
安
の
中
で
日
常
を
お
過

ご
し
か
と
思
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

産
業
全
般
が
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界

経
済
の
動
乱
の
影
響
を
最
小
限

に
留
め
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

行
政
と
連
携
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
日
常
に
あ
ふ
れ

る
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
っ
た
言
葉
が
様
々
な
形
で
日

常
生
活
に
も
浸
透
し
て
き
て
い

る
中
、
我
々
は
そ
の
時
代
変
革

の
中
を
共
生
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
議
員
は
、
今
年
改
選

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
時
代
の

変
化
に
加
え
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
な
ど
、
本
町
に
は
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
町
議
会
議
員

が
そ
の
課
題
に
対
し
ど
う
取
り

組
む
べ
き
か
を
訴
え
る
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
生
の
声

を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

な
っ
て
明
る
い
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

た
め
の
１
票
を
投
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
迎
え

ま
し
た
本
年
が
、
町
民
皆
様
方

に
と
っ
て
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸

な
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
町
議
会
を
代
表
し
て

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
町
　
議
　
会

町
　
議
　
会

 

議　
　
　

長　

寺
迫 

公
裕

 

副　

議　

長　

大
野 　

敬

 

総
務
経
済

 

常
任
委
員
長　

藤
岡 

浩
文

 

議
会

 

運
営
委
員
長　

早
川 

正
剛

 

議　
　
　

員　

中
西 

伴
浩

 

　
　

〃　
　
　

岡
崎　

 

稔  

 

　
　

〃　
　
　

眞
島 

秀
樹

 

　
　

〃　
　
　

金
子 

利
生

 

　
　

〃　
　
　

前
田 

力
男 

 

事

務

局

長　

笹
木 

雄
介

 

　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同
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深
川
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
秩
父
別
消
防
団

団　
　
　

長　
　

東　
　

晴
基

副　

団　

長　
　

山
森　

正
已

第
一
分
団
長　
　

戸
田　
　

毅

第
二
分
団
長　
　

山
森　
　

聡

　
　
　
　
　
　
　

外
団
員
一
同

秩　

父　

別

支　

署　

長　
　

内
山　
　

潔

　
　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同

社
会
教
育
委
員

委　

員　

長　
　

我
部
山
真
美

副

委

員

長　
　

山
本　

徹
淨

委　
　
　

員　
　

金
倉　

紀
子

　
　

〃　
　
　
　

金
森　

一
巳

　
　

〃　
　
　
　

斉
藤　

譲
二

　
　

〃　
　
　
　

湊　
　

秀
樹

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委　

員　

長　
　

山
森　
　

聡

副

委

員

長　
　

前
田　
　

誠

委　
　
　

員　
　

手
塚　

奈
美

　
　

〃　
　
　
　

寺
迫　

昇
真

　
　

〃　
　
　
　

山
本　

一
成

　
　

〃　
　
　
　

下
地
加
奈
子

　
　

〃　
　
　
　

松
本　

和
也

深
川
地
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　
秩
父
別
支
部

支　

部　

長　
　

中
西　

輝
行

副

支

部

長　
　

金
倉　

泰
賢

保　

護　

司　
　

藤
岡　

祐
子

　
　

〃　
　
　
　

山
本　

清
美

　
　

〃　
　
　
　

瀨
戸　

宣
夫

交
通
安
全
指
導
員
会

会　
　
　

長　
　

中
西　

伴
浩

副　

会　

長　
　

金
森　

一
巳

委　
　
　

員　
　

砂
川　
　

純

　
　

〃　
　
　
　

合
田　

和
広

　
　

〃　
　
　
　

髙
橋　

秀
幸

　
　

〃　
　
　
　

藤
原　

幹
也

　
　

〃　
　
　
　

手
塚　

浩
二

　
　

〃　
　
　
　

植
田　

辰
徳

　
　

〃　
　
　
　

眞
島　

祐
輔

　
　

〃　
　
　
　

池
川　

怜
汰

　
　

〃　
　
　
　

北
垣　

健
太

　
　

〃　
　
　
　

堀
籠　

謙
一

　
　

〃　
　
　
　

橋
本　

直
哉

　
　

〃　
　
　
　

塩
谷　

拓
真

監
査
委
員

代

表

委

員　
　

藤
岡　

和
正

委　
　
　

員　
　

岡
崎　
　

稔

選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

東　
　

晴
基

同
職
務
代
理　
　

髙
村　

広
行

委　
　
　

員　
　

福
島　

敦
子

　
　

〃　
　
　
　

石
井　

春
枝

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委　

員　

長　
　

田
中　

康
雄

委　
　
　

員　
　

安
部　

了
一

　
　

〃　
　
　
　

吉
澤
真
由
美

公
平
委
員
会

委　

員　

長　
　

竹
内　

常
雄

委　
　
　

員　
　

宮
吉
智
恵
美

　
　

〃　
　
　
　

早
川　

譲
二

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会　
　
　

長　
　

前
田　

力
男

同
職
務
代
理　
　

藤
岡　

浩
文

委　
　
　

員　
　

佐
々
木
正
人

　
　

〃　
　
　
　

齊
藤　

哲
也

　
　

〃　
　
　
　

安
藤　

敏
之

　
　

〃　
　
　
　

熊
田　

政
人

行
政
相
談
委
員

委　
　
　

員　
　

西
田　

康
二

人
権
擁
護
委
員

委　
　
　

員　
　

吉
澤　
　

淳

　
　

〃　
　
　
　

中
原　

隆
賢

民
生
児
童
委
員
協
議
会

会　
　
　

長　
　

神
田　

達
広

副　

会　

長　
　

笹
木　

義
伸

委　
　
　

員　
　

小
山　

裕
子

　
　

〃　
　
　
　

山
田
た
ま
の

　
　

〃　
　
　
　

山
本　

久
代

　
　

〃　
　
　
　

宇
野　

誕
子

　
　

〃　
　
　
　

赤
松　

淳
朗

　
　

〃　
　
　
　

四
十
坊
文
枝

　
　

〃　
　
　
　

今
井　

誉
民

主
任
児
童
委
員　
　

川
尻
祈
代
三

　
　

〃　
　
　
　

安
部　

桂
子

謹

賀

新

年

教
育
委
員
会

教  

育  

長 　

 

小
林　

宏
明

教
育
長
職
務
代
理　

梅
澤　

大
観

委　
　
　

員　
　

南　
　

洋
子

　
　

〃　
　
　
　

田
丸　

政
彦

　
　

〃　
　
　
　

宮
本
こ
ず
え

教

育

次

長 
 
 

塩
地　

勇
夫

　
　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同

農
業
委
員
会

会　
　
　

長　
　

吉
田　

光
博

同
職
務
代
理　
　

中
村　

純
一

委　
　
　

員　
　

河
瀨　
　

晋

　
　

〃　
　
　
　

山
﨑　

拓
士

　
　

〃　
　
　
　

髙
橋　

裕
治

　
　

〃　
　
　
　

植
田　

孝
典

　
　

〃　
　
　
　

佐
崎　

雅
俊

　
　

〃　
　
　
　

佐
藤　

直
行

　
　

〃　
　
　
　

多
田
由
紀
博

　
　

〃　
　
　
　

山
田　

賢
吾

　
　

〃　
　
　
　

岡
田　

存
広

事

務

局

長　
　

北
垣　

慎
二

　
　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同
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新しい民生委員・児童委員が決まりました
　令和４年12月１日の民生委員・児童委員の全国一斉改選により、本町の新しい民生委員・児童委

員に次の方々が選任されました。

　また、今回の一斉改選で主任児童委員の池田展子さん（平成28年12月から６年間）がご勇退され

ました。これまでのご活躍に感謝申し上げます。

委員区分 住所 氏名 担当地区 委員区分 住所 氏名 担当地区

民生委員
児童委員

南２条東１丁目 小山　裕子（再）日の出・駅前
中央西の一部

民生委員
児童委員

２条１丁目 四十坊文枝（再）筑紫

３条１丁目 赤松　淳朗（再）東栄
中央西の一部 ２条２丁目 今井　誉民（再）旭の一部

中央西の一部

南２条６丁目 笹木　義伸（再）南・屯田・西栄 ３条１丁目 神田　達広（再）旭の一部

２条１丁目 山田たまの（再）北新
主任

児童委員

３条２丁目 川尻祈代三（再）

町内全域

２条２丁目 山本　久代（再）中央西の一部 1条東１丁目 安部　桂子（新）

２条２丁目 宇野　誕子（再）中央東・らいふ
任期：令和４年 12 月 1 日～令和７年 11 月 30 日

秩父別町の新しい民生委員・児童委員（敬称略）

　民生委員・児童委員は地

域の中で自立した日常生活

を送ることができるように

援助を必要とする方への相

談・援助活動、社会福祉関

係機関との連絡調整などを

行います。

　なお、民生委員は児童委

員としての身分を併せ持ち、

児童や妊産婦への相談・援

助活動、児童福祉関係機関と

の連絡調整などを行います。

　また、主任児童委員は、

担当の区域を持たず、主に

児童福祉関係機関と児童委

員との連絡調整や協力・援

助などを行います。

　秘密は堅く守られますの

で、困りごと、心配ごとな

どお気軽に担当地区の委員

にご相談ください。

民生委員・児童委員
 の仕事

◆お問い合わせ　役場住民課社会福祉係　電話０１６４－３３－２１１１（内線 46）

（再）：再任　
（新）：新任

市街地区の担当民生委員・児童委員

赤松 淳朗 さん

今井 誉民 さん

山本 久代 さん 宇野 誕子 さん

神田 達広 さん

四十坊 文枝 さん

小山 裕子 さん

小山 裕子 さん

南２条までの中央西町内を担当

宇野 誕子 さん
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令和５年度固定資産税（償却資産）の申告について

　固定資産税の償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資産で、その減価償却額又は減価償却

費が、法人税法又は所得税法の規定による所得の計算上、損金又は必要な経費に算入されるも

のをいいます。

■申告期限　令和５年１月 31日（火）

■提出先・お問い合わせ先　　役場総務課税務係　０１６４－３３－２１１１（内線 35）

　法人や個人で事業を行っている償却資産の所有者は、令和５年１月１日現在で所有
している事業用資産を申告をしてください。

お問い合わせ　道の駅「鐘のなるまち・ちっぷべつ」　電話　０１６４－３３－３９０２

～ちっぷべつ　冬のアクティビティのお知らせ～～ちっぷべつ　冬のアクティビティのお知らせ～
　今年も２月末まで陸上競技場で「ちっぷべつ 冬のアクティビティ」を実施しています。
　今回は温泉入浴券とクーポン券が付いたお得なチケットのほかに、アクティビティの様子を
ＳＮＳに投稿するとお得になる割引を行っています。
　秩父別町に広がる白銀の世界で、家族や友人と一緒に、思い切り遊びましょう！
　ぜひ一度、ご利用ください！

◆期　間　令和 5 年２月 26 日（日）まで（火曜日休み）
　　　　　※ 12 月 30 日（金）～１月５日（木）休み
　　　　　※１月 17 日（火）以降は土日祝日のみ実施
◆内　容　バナナボート、ラフトボートをスノーモービルでけん引し、陸上競技場を周回します。
◆時　間　午前の部 10：00 ～ 12：00
　　　　　午後の部 13：00 ～ 15：00　
◆会　場　秩父別町営陸上競技場
◆受　付　道の駅「鐘のなるまち・ちっぷべつ」
◆持ち物　外遊びが可能な服装（スキーウェア・長靴など）
　　　　　　※ヘルメットとゴーグルは貸出可能です。
◆料　金　【利用チケット】
　　　　　　大人（中学生以上）　　　 　１回 500 円
　　　　　　小人（３歳～小学６年生） 　１回 250 円
　　　　　【特典付きチケット】
　　　　　　大人（中学生以上）　　　 １回1,000 円
　　　　　　（温泉入浴券 +500 円分クーポン券付）
　　　　　　小人（３歳～小学６年生） １回　500 円
　　　　　　（温泉入浴券 +250 円分クーポン券付）
　　　　　　※３歳～小学２年生に同伴する保護者の入浴は有料（500 円）です。
　　　　　【ＳＮＳ投稿割引】
　　　　　　Twitter、Facebook 等ＳＮＳに冬のアクティビティについて投稿すると利用料
　　　　　　から 100 円割引します。
　　　　　　※投稿者のみ有効（１人につき１日１回まで）
◆その他　小学２年生以下は保護者の方の同伴が必要です。（チケット１枚につき保護者１名無料）
　　　　　安全性の観点から、小学２年生以下はスノーラフトボートのみ利用可能です。
　　　　　悪天候の場合は中止になる可能性があります。事前にお問い合わせください。
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　令和５年７月に改選される農業委員会委員について、次のとおり地域の農業者や農業団体からの

推薦及び一般募集を行います。

　また、農業委員会の構成は委員の過半数が認定農業者で、中立的な立場で公正な判断ができる農

業者以外の委員を１名以上含むこととされています。

　　推薦・応募を求める農業委員会委員数　　１２名

　　推薦及び募集について

　　　①地区からの推薦　　②農業者等の組織する団体からの推薦　　③一般応募

　　推薦及び応募資格

　　　①日本に住所を有する方　

　　　②町が設置する次の付属機関の委員でない方

　　　　教育委員・公平委員・固定資産評価審査委員

　　受付期間

　　　令和５年２月20日（月）～令和５年３月31日（金）

　　任　期

　　　令和５年７月20日～令和８年７月19日　３年間

11

３３

４４

５５

２２

◆お問い合わせ　町農業委員会事務局　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線 65）

町農業委員会委員候補者の募集について

秩 父 別 駐 在 所 からのお 知 ら せ

　１１０番は、緊急の事件・事故などをいち早く警察へ通報するための緊急電話です。

　緊急の対応を必要としない要件や各種問い合わせは、深川警察署、秩父別駐在所を、相談や

警察業務に関する意見・要望は、警察相談専用電話「♯９１１０」をご利用ください。

　飲酒運転は、正常な判断、操作はできず、重大な交通事故を引き

起こします。

　他人を傷つけ、厳罰により職も信用も失うことになります。

　家族みんなで飲酒運転を防止しましょう。

◆お問い合わせ　　　旭川方面深川警察署　電話 ０１６４－２３－０１１０

　　　　　　　　深川警察署秩父別駐在所　電話 ０１６４－３３ー２１５１
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いきいきちっぷ'Ｓいきいきちっぷ'Ｓ

 ◆ビタミンＣ⇒抗酸化作用・免疫力を高める

 ◆βカロテン⇒抗酸化作用・免疫力を高める・夜盲症改善

　　　　　　　　皮膚や粘膜の保護・がん予防

 ◆ビタミンＫ⇒骨の強度を高める

 ◆葉酸　　　⇒貧血予防・成長促進

　　　　　　　　※初期の妊婦さん必須の栄養素

 ◆食物繊維　⇒整腸作用・腸の善玉菌増をサポート

 ◆カルシウム⇒骨粗鬆症予防・骨や歯の材料

７
な な い ろ

色彩り野菜のチカラ

 お問い合わせ　役場住民課健康推進係お問い合わせ　役場住民課健康推進係　　電話電話  0164-33-2111（内線48）0164-33-2111（内線48）

　生活習慣病予防・改善と健康な体づくりに欠かせない

野菜を紹介する「７色彩り野菜のチカラ」。第５回目は、

味噌汁や薬味・なべ物に大活躍の「長ねぎ」を紹介しま

す。家庭の常備菜として常に上位の長ねぎは、野菜界で

は脇役の帝王！旬の時期は意外にも 11 月～２月です。

　冬のシーズンでは体を温める作用が風邪予防になり、

健康維持に役立つ万能野菜です。

ねぎ味噌
◆ 15 食分◆

≪作り置き万能味噌≫

おにぎりの具・焼きなす

ふろふき大根などに

１食あたり（大さじ１杯分）

エネルギー 39kcal、塩分 0.7g

栄養面栄養面でもでも優秀賞優秀賞

７色の
野菜

橙系
オレンジ

赤系

黄系

緑系

黒系

白系

紫系

特集
５

教えて！

つくりかた

　① フライパンを弱火で熱し、ゴマ油でショウガを炒める。香りが出たら、長ねぎのみじん切り

　　を入れて、しんなりするまで３～４分炒める。

　② Ａを加えて７～８分煮詰め、いりごま・削り節を混ぜて火を止める。

長ねぎ　　　　… ２本⇒みじん切り（緑の部分も）
味噌　　　　　… 大さじ４
砂糖　　　　　… 大さじ３
みりん・酒　　… 各大さじ２
醤油　　　　　… 大さじ 1/2
ショウガ　　　… ５ｇ⇒すりおろし（チューブ可）
ゴマ油　　　　… 大さじ１
いりごま白　　… 大さじ１
削り節　　　　… １袋（３ｇ）

長ねぎ

長ねぎ特有のぬめり
透明の粘液「ヌル」に
免疫力アップ効果が！

｛Ａ

②①

◆日持ち◆
 ・冷蔵庫で約 10 日
 ・冷凍可
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　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みで、年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。
　20 歳以上 60 歳未満の方は国民年金に加入することが義務付けられており、20 歳になると、日本
年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

国民年金は老後のためだけのものではありません

　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。
　ただし、保険料を未納のまま放置すると、年金を受け取ることができない場合があります。
　また、保険料は学生納付特例制度、納付猶予制度のほか、免除制度があります。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

●「学生納付特例制度」
　　　学生の方で所得が一定額以下の場合には、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　　　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
　　専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）などに在学する方です。

●「納付猶予制度」
　　　学生を除く 50 歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保
　　険料の納付が猶予される制度です。

国民年金に加入する方　20歳以上60 歳未満の方全員が国民年金（基礎年金）に加入します

国 民 金年20 歳になったら

加
入
す
る
方

加
入
手
続

第１号被保険者
 学生、農業従事者、自営業、

 無職の方などで、20 歳以上

 60 歳未満の方

第３号被保険者
 厚生年金や共済組合の加入

 者に扶養されている20歳以

 上 60 歳未満の配偶者

第２号被保険者
 厚生年金の加入者（会社員）

 共済組合の加入者（公務員）

 市町村の国民年金窓口へ行

 き、手続きを行います。

 (20 歳到達時を除く )

 勤務先が手続きを行います。

 厚生年金や共済組合に加入する

 と、同時に国民年金も加入する

 ことになります。

 第２号被保険者（配偶者）

 の勤務先で手続きを行いま

 す。

　お問い合わせ　砂川年金事務所国民年金課　電話０１２５－５２－２１４４
　　　 　　     　　　　役場住民課年金係　電話０１６４－３３－２１１１（内線43）

【国民年金の加入と保険料のご案内（ＵＲＬ・ＱＲコード）】

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html
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町選挙管理委員会からのお知らせ
◆政治家の寄附は禁止（贈らない）！政治家の寄附を求めない！受け取らない！

　年末年始はお歳暮やお年賀など、何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンで
す。そこで、この機会に皆さまに改めてご理解いただきたいのが、きれいな政治、お金の
かからない政治の実現、選挙の公正の確保を目指す「三ない運動」（贈らない、求めない、
受け取らない）です。
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることはもちろん、有権者が政治家に寄附や贈り
物を求めることも、公職選挙法により禁止されています。
　皆さま一人ひとりが寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

政治家の寄附禁止の対象例

落成式・開店祝など
の花輪、葬儀の花輪
・供花、病気見舞い
など

お歳暮・お年賀など

結婚祝、香典、卒業祝、入学祝、
お祭りへの寄附・差し入れ、町内
会の集会・旅行などの催物への寸
志・飲食物の差し入れ

※政治家本人が結婚披露宴、葬式な
どに自ら出席する場合には、罰則が
適用されない場合があります。

　　◆お問い合わせ　秩父別町選挙管理委員会　電話　０１６４－３３－２１１１（内線 32）

× ××

◆町長・町議会議員選挙の日程について

　町長・町議会議員の任期満了に伴う選挙は令和５年２月 22 日（水）に告示され、２月
28 日（火）に投開票が行われます。この選挙は私たちにとって最も身近で大切な選挙です。
　選挙権のある方は必ず投票しましょう。
　なお、立候補を予定される方を対象とした説明会を令和５年１月下旬に予定しています。
　説明会の日程は１月の回覧、防災行政無線等でお知らせします。
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ちっぷべつ地域おこし協力隊 活動日記vol.20

　こんにちは。地域おこし協力隊の木村優月です！
　12 月 1 日から協力隊の活動が 2 年目に突入しました。
　この 1 年間はくるりで仕事をしながら、トマトを育てたり、
トマトジュースの製造に携わったりしました。他にもイベン
トに参加したりして、様々な場面で沢山の方と関わることが
できました。
　トマトを育てる際にお世話になった農家さんは、農業に関
わったことがなく何もわからない状態の私を快く受け入れ、
作業の仕方を教えてくださいました。くるりで仕事をしてい
る時は、利用者さんがどんどん話しかけてくださったり、作っ
たものをお裾分けしてくださいました。
　皆さんとても優しくて、1 年間を通して秩父別町は本当に

『人があたたかい町』だということを実感することができま
した。この素敵な町を、もっと沢山の方に知ってもらいたい
です。
　2 年目はもっと秩父別町をＰＲできるよう、協力隊の酒井
さんや周りの方と協力しながらいろんなことに挑戦したいです。
　町民の皆さん、2 年目もよろしくお願いします！

木村隊員が更新する地域おこし協力隊
Facebook Instagram TikTok

はコチラから

地域おこし協力隊　活動報告

　１年目も２年目も農家さんと関わる仕事をしま
した。いろいろ経験させていただいたことをまと
め、ＳＮＳで発信することがメインの仕事でした。
『自身が何かを企画して行う』ということよりも、
町の方と一緒に農作業をさせていただいたり、作っ
た農作物で加工品を一緒に作らせていただいたり
するほうが楽しく、のめりこんでいきました。
　マクロで見れば同じ作業でも、農家さんごとに
違うやり方、年によって変わる気候の変化と対応
の仕方、農家さんと関わらないと知らなかった新
しい発見があって、それが本当に面白く、一緒に
作業をさせていただきながら『聞くこと』をメイ
ンに行い、『勉強させていただいている』という気
持ちで聞いたことを発信していきました。
　農家さんと関わりながら仕事をしていると、食
べ物に対する向き合い方が変わりました。農家さ
んからいただくものは、無駄なものを足したくな
いと思うほど素材の味が濃く、心に染みるほど美
味しいです。これは、都市では味わえない魅力だ
と感じています。
　「やりたい！」と思ったことはとにかく積極的に
やりました。平日であろうと休日であろうと『そ
の時』でないと見られないこと、経験できないこ

　令和２年 12 月から活動していた森隊員が２年間の活動を終えました。森さんに２年間の活動の振り返りと

今後の展望を語っていただきました。

とがあったので、そこは自分の気持ちに正直になっ
て行動しました。『後悔しない選択はどちらか』を
常に意識して、直感で「おもしろそう」と思った
ことには自ら出向くようにしていました。

　『今しかできないこと』『今自分がやりたいこと』
に目を向けたとき、「オーストラリアでワーキング
ホリデーをしたい」と思い、オーストラリアに行
くことを決めました。秩父別町に来る前から「海
外にもう一度行きたい」という強い思いがあり、
秩父別町の方にそのことを話すと「今やりたいこ
とをやってきなさい！」と背中を押してくださり
ました。

◆２年間の活動について

◆今後の活動について
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アンの秩父別タイ在記
Vol.43　「２組のタイ人が秩父別を訪問」
　新年あけましておめでとうございます。
　久しぶりのタイ在記ですね！
　みなさんにとって 2022 年はどんな年でしたか？
　私は農作業もたくさん拝見させていただけて、美味しい物も食べられて、北海道の綺麗
な景色の場所も行けて、4 年ぶりに帰国できて、インバウンドの仕事も復活できて、これ
以上素晴らしい年がまた来てくれるかなと思うくらい良い 1 年でした。
　コロナが落ちついたら、観光客が戻ってくるよう、私はコロナ禍でもずっと秩父別・北
海道のことをタイ人に情報発信しています。もちろん、不安もあります。しかし、頑張っ
た結果、日本への入国制限が緩和されてから、タイ人の観光客が私の発信を見て秩父別に
来てくれました！とても嬉しいです。
　1 組目はパンダンさんとミムさん（11 月）で、２組目はプムさんとキャウさん（12 月）
でした。
　パンダンさんとミムさんは奨学金をもらい、1 ヶ月間東川町の日本語学校に通っていま
した。パンダンさんは私のブログを見つけて、「タイに帰る前に秩父別の料理教室や日本文
化の体験に参加してみたい」という連絡をくれました。私はそのメッセージを受けて加工
センターにスケジュールを確認したら、ちょうどねりきりの教室があったため、パンダン
さんとミムさんも参加させていただきました。
　また、キッチンハウス小島さんでご飯を食べた時、たまたまお店にいた町民の方と色々
話したら、その方の納屋で精米を見学させていただきました。パンダンさんとミムさんは
とても感動して、タイに帰っても時々連絡がきます♪
　プムさんとキャウさんは観光で日本に訪れ、札幌から旭川まで行く途中に秩父別町へ寄っ
てくれました。プムさんはタイで農業関係の仕事をしているので、私のブログを見て、い
つか秩父別町の農作業を実際に見に来たいと言ってくれました。今回は冬に来てしまいま
したが、雪で遊べて、満足して帰ったようです。
　遊びに来てくれたみんなが、秩父別町に来て楽しかったと言ってくれたので、私も嬉し
いです。これからもタイ人に秩父別町の魅力を知ってもらうため頑張っていきたいと思い
ます。
　今年もよろしくお願いいたします。

毎月連載！

キッチンハウス小島でご当地グルメを食べる
パンダンさんとミムさん

私の家で除雪してくれたプムさんとキャウさん
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　「初冬期の交通安全事業所訪問」（主催 町
交通安全推進委員会、町交通安全協会）が行
われ、町交通安全指導員会と秩父別駐在所協
力のもと町内の事業所等を訪問し、冬期間の
交通安全の呼びかけと啓発物を配付しました。

1212
1414

交通安全を呼びかけ
初冬期の交通安全事業所訪問

まちのわだいまちのわだい
広報に掲載した写真をご希望の方、広報誌に関するご意見、
ご要望は、総務課広報係までご連絡ください。
※写真は電子メールによる提供も可能です。
・電　話　０１６４－３３－２１１１（内線 34 番）
・メール　kouhou@chippubetsu.jp

　元秩父別消防団長の香川光男さんが高齢者
叙勲瑞宝単光章を受章し、役場で町長から伝
達を行いました。香川さんは昭和30年から平
成12年まで45年間の長きに渡り、消防団員と
して地域の生命・財産を守るためご尽力いた
だいており、その功績が評価されての受章と
なりました。

1212
1515

元消防団長香川光男さん
　　　叙勲瑞宝単光章受章

　農産物加工センターくるりでおせち料理の
加工教室が開かれ、３名が参加しました。今
回は地域おこし協力隊の木村さんが企画を行
い、参加者は田作り・栗きんとんを作ったほ
か、お正月に向けて長期保存できるように黒
豆を真空パックにして持ち帰りました。

1212
1818

お正月に向け
　おせち料理加工教室開催
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○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○
教育委員会社会教育・社会体育係　【電話０１６４－３３－２５５５】

　 図 書 館 だ よ り

◆◇かとうまふみ絵本原画展を開催しました◇◆◆◇かとうまふみ絵本原画展を開催しました◇◆
　11月12日から23日まで、札幌市在住の絵本作

家かとうまふみさんの絵本『みそこちゃん』の

原画の展示会を開催しました。

　温かみのある原画を楽しみに、期間中多くの

方が来館されました。なかには以前開催したか

とうまふみさんのワークショップに参加された

方もおり、その時のことを懐かしんでいました。

【お問い合わせ】

　　　秩父別町図書館　電話（0164-33-2220）

ちっぷっ子クリスマスお楽しみ会
～ 一足お先に「メリークリスマス」 ～

全国大会で受賞の栄誉
～ 秩小６年平瀬さんまた快挙 ～

　11月26日に横浜みなとみらいホールで開催され

た「第76回全日本学生音楽コンクール全国大会ｉ

ｎ横浜」のピアノ部門小学校の部に、北海道大会

代表として出場した秩父別小学校６年生の平瀬颯

蘭さんがみごと横浜市民賞（聴衆賞）に選ばれま

した。

　このコンクールは国内で行われるピアノコンク

ールの中でもトップレベルの大会で、横浜市民賞

は市民審査員の投票により選出されます。

　平瀬さんは「町のみなさんの応援が力になり、

憧れのコンクールで受賞することができました。

本当にありがとうございます。これからも頑張り

ます」と話していました。

Board of educationBoard of education

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

　12月７日、ちっぷっ子ふれあいスクールで「ち

っぷっ子クリスマスお楽しみ会」が行われまし

た。

　参加児童は、「運命走～クリスマスバージョ

ン～」と「アイテムをゲット！クリスマスリー

ス作り」の二つのゲームで生き活き館を所狭し

と駆け回り、最後にはプレゼントをもらい、一

足早いクリスマスを楽しみました。

ア
イ
テ
ム
を
ゲ
ッ
ト
！
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2022 フォトギャラリー

今年も「広報ちっぷべつ」ご愛読いただきますようお願いいたします

成人式
北いぶき青年部
スノーメッセージ

観光協会花火

認定こども園 入園式 中学校体育祭
鳩レース

ジャパンカップ

キュービック
ワンダーランド

納涼盆踊り大会秩父別消防団
消防演習

小学校学習発表会 総合文化祭新米普及マラソン大会


